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・ 工事管理ファイル（INDEX_C.XML）の出力につ
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正誤表に対応。（正<その他オリジナルファイ

ルフォルダ情報>に修正） 

2019/12/25 Ver.1.1.0 

・ Windows10 に対応。 

・ 改元に伴い新元号「令和」に対応。 

・ 2019 年時点の基準類及び技術情報に合わせた
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2020/03/25 Ver.1.2.0 
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・ 総括表、詳細表出力不具合の修正。 

・ 電子納品データ出力不具合の修正。 
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・ 電子納品データ出力の実行時に、当該工事デ

ータの道路施設基本データを自動的にチェッ

クする機能を追加。 
・ チェック結果をPDF形式で出力する機能を追
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【使用上の注意】 

本システムは、国土交通省が開発したものであり、著作権は国土交通省が保有してい

ます。使用に際しては、下記の使用条件に同意して頂くことが前提となります。 
① システムに、移植、改良等の改変を加えないこと。 
② システムの使用によって生じた直接・間接損害などのいかなる損害に対して、国土

交通省は一切責任を負うものではないこと。 
③ システムの内容およびプログラムを使用した結果について、国土交通省が保証する

ものではないこと。 
④ 国土交通省は、本システムを予告なしに内容を変更・削除したり、また提供を停止、

休止又は中止する場合があること。 
⑤ 本「使用上の注意」は、予告なしに内容を変更する場合があること。 
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１．はじめに 

１－１  目的 

国土交通省の直轄道路においては、毎年全国各地で新設道路工事や維持修繕工事等が

行われています。それらの道路工事において、新設・改良等を行った道路施設の基本デ

ータについては、工事成果品として、従来の帳票の形だけでなく電子納品として道路施

設基本データも作成することになりました。 

道路施設基本データ作成システム（以下、本システムという）は、道路工事において

新設，改良，撤去した道路施設に対する道路施設基本データ作成作業の効率化を図るた

め、道路施設台帳の作成および道路施設台帳形式で作成したデータを自動的に電子納品

用データ（道路施設基本データ）の形式で出力する事ができる道路施設基本データの作

成支援システムです。 

なお、作成する電子納品用データは、「道路工事完成図等作成要領（第２版）」 に準

拠しています。 
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１－２  対象となる道路施設 

本システムは、「表１．１対象となる道路施設一覧」に示す道路施設を対象としてい

ます。 

表１．１  対象となる道路施設一覧 

区

分 

施設 

番号 
施設名 

区

分 

施設 

番号 
施設名 

道 

路 

構 

造 

C020 縦断勾配 

付 

属 

物 

及 

び 

付 

帯 

施 

設 

E070 交通遮断機 

C030 平面線形 E080 Ｉ．Ｔ．Ｖ 

C050 舗装 E090 車両感知器 

C060 道路交差点 E100 車両諸元計測施設 

C070 鉄道交差点 E110 気象観測施設 

C080 歩道及び自転車歩行者道 E120 災害予知装置 

C090 独立専用自歩道 E130 自動車駐車場等 

C100 中央帯 E140 自転車駐車場 

C110 環境施設帯 E150 雪崩防止施設 

構 

造 

物 

D010 橋梁 E160 落石防止施設 

D020 橋側歩道橋 E170 消雪パイプ 

D030 横断歩道橋 E180 ロードヒーティング 

D040 トンネル E190 除雪ステーション 

D050 洞門 E200 防災備蓄倉庫 

D060 スノーシェッド E210 共同溝 

D070 地下横断歩道 E220 ＣＡＢ電線共同溝・情報ＢＯＸ 

D080 道路ＢＯＸ等 E230 植栽 

D090 横断ＢＯＸ等 E240 遮音施設 

D100 パイプカルバート E250 遮光フェンス 

D110 のり面・斜面 E260 距離標 

D120 擁壁 E270 流雪溝 

D130 スノーシェルター E290 立体地下駐車場 

D140 消波工 E300 Ｕターン場 

 

E010 防護柵 E310 防雪林 

E020 道路照明 E320 路側放送 

E030 視線誘導標（反射式） E330 光ケーブル施設 

E040 視線誘導標（自光式） E340 道路反射鏡 

E050 道路標識 E350 ビーコン・情報コンセント 

E060 道路情報板    

 
【ポイント】 

・ 道路施設基本データの作成対象となる道路施設は、各地方整備局等で異なります。 
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１－３  語句の説明 

●道路施設基本データ作成システム 
 「道路工事完成図等作成要領（第２版）」に準拠した道路施設台帳および道路施設基

本データを作成する支援ツールです。 

 
●道路施設基本データ 

電子納品用データとして、電子納品記憶媒体に出力するデータ（CSV、JPG 等）

です。 

 
●道路施設台帳 

 各道路施設の諸元情報等をとりまとめた帳票です。 

 
●道路施設台帳シート 

 道路施設台帳形式の EXCEL ファイルであり、本シートを用いて、道路施設台帳の

入力を行います。本システムにデータを登録する前に事前に本シートを用いてデータ

を作成しておく必要があります。 

 
●電子納品用ＣＤ 

 「工事完成図書の電子納品要領（案）」に従い作成された電子媒体（ＣＤ）であり、

本システムで作成された道路施設台帳および道路施設基本データは、本電子納品用Ｃ

Ｄに格納して工事成果品の一部として納品します。 

 
●整理番号１ 

 既存の道路施設を管理している番号です。新規の場合は、任意の番号（8 桁）を入

力します。 



 4 

 

２．事前準備 

２－１  準備するもの 

 本システムを利用するためには、以下に示すものを準備する必要があります。 

 
   ①本システムをインストールするパソコン ※１ 
   ②道路施設基本データ作成システムのインストーラ  

   ③道路施設台帳シート（DIALOG.xls、CODE.xls を含む） 

    

※１：本システムを利用するためには、以下に示すパソコンを準備する必要があります。 

（１）ハードウェア環境 

○  ＣＰＵ        ：  Pentium Core2 プロセッサ 1.8GHz 程度以上 

○  メモリ        ：  512MB 以上（Windows 推奨メモリを推奨） 

○  ＨＤ空き容量  ：  100MB 以上＋電子納品データ作成に必要となる容量 

          （推奨 1GB） 

 

（２）ソフトウェア環境 

○  ＯＳ          ：  Microsoft Windows 10 

 

○  表計算ソフト  ：  Microsoft EXCEL 2010、EXCEL 2013 
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２－２  インストール方法 

本システムをパソコンにインストールする場合は、Administrator（管理者）権限を持

ったユーザでログインして下さい。その後、前項 2-1 で準備したインストーラを使いイン

ストールを行ってください。 

なお、ハードディスクのドライブ名は、ご使用のパソコンによって異なります。ここで

は、インストール先のハードディスクを「Ｃ」ドライブとして説明します。 

 

①  本システムのインストールプログラムを実行します。インストーラに含まれている

「SETUP.EXE」をダブルクリックして下さい。 

②  インストール準備が始まります。（ここでは、特に何もする必要はありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  以下の画面が表示されたら、「ＯＫ」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  インストール先を設定し、○部のボタンをクリックして下さい。 
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⑤  プログラムグループを設定し、「継続」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下のような画面が表示されることがあります。その際は「はい」をクリックして

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  本システムのインストールが完了したら、「ＯＫ」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

⑦  インストールが完了すると以下の画面が表示されますので、利用する地方整備局を

選択し、「設定」をクリックして下さい。 
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３．道路施設基本データ作成までの流れ 

電子納品用データ（道路施設基本データ）作成までの流れについて以下に説明しま

す。作業の内容は、対象施設が新規／既存施設により大きく変わります。 

新たな道路施設台帳を作る場合 既存の道路施設台帳を変更・廃止する場合 

①既存の道路施設台帳を入手し 
パソコンにコピーします。 

②入手した道路施設台帳を一度 
システムに読み込みます。 

③既存の道路施設台帳を変更し 
ます（EXCEL を利用）。 

⑤作成・変更した道路施設台帳の 
データをシステムに読み込み 
ます。 

⑧必要なイメージ（写真・図面） 
をシステムに読み込みます。 

①必要な道路施設台帳の記入シ 
ートを入手し、パソコンにコ 
ピーします。 

※既存データである事を

システムに認識させる

ため、必ず実行して下

さい 
②道路施設台帳を新規作成しま 

す（EXCEL を利用）。 

⑦作成データに問題がある場合 
は、エラー内容を確認して道路 
施設台帳を修正します。 

④工事情報の作成を行います。 ※本作業は最初の一回のみ 

⑥作成した道路施設台帳のデー 
タチェックを行います。 

⑨作成した道路施設基本データ 
を電子納品用データとして出 
力します。 

作成データに 
問題あり？ 

4-1(3)参照 
 

4-５参照 

4-1(2)参照 

4-1(3)参照 

4-3 参照 

4-６参照 

4-９参照 

4-７参照 

4-８参照 

4-1１参照 

4-1(1)参照 

Yes 

No 

＜ 道路施設基本データ作成システムでの作業 ＞ 

道路施設基本データ 
作成システムでの作業 
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４．操作説明 

４－１  『道路施設台帳』の作成方法 

(1) 新規作成用の『道路施設台帳』記入シートの準備 

 

①  事前準備でダウンロードした

道路施設台帳シート（圧縮ファイ

ル）を解凍すると、フォルダ内に

道路施設毎の記入シートが入っ

ていますので、必要な施設の記入

シート（EXCEL ファイル）をハ

ードディスクへコピーして下さ

い。 

 

②  担当工事に対象施設が複数あ

る場合は、関係する全ての道路施

設の記入シートを同じフォルダ

にコピーして下さい。 

 

③  関係する全ての記入シートの

コピーが終わりましたら、同様に

『記入シート（新規用）』フォル

ダ 内 の 「 DIALOG.xls 」 、

「CODE.xls」ファイルを記入シ

ートと同じフォルダにコピーし

て下さい。 

 

④  道路施設台帳を作成する必要

がある施設毎に記入シートを準

備します。この際、ファイル名は

次のように変更して下さい。 

 ⇒台帳様式ファイル名＋施設対

応番号.xls 

 例）D010 橋梁 A001001.xls 
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(2) 変更用の『道路施設台帳』記入シートの準備 

 

※ 既存の道路施設台帳が入手できない場合（発注者から提供されない場合）は、「新た

な道路施設台帳をつくる場合」（p.7）の手順に従ってください。 

 

 

①  発注者から入手した既存の道

路施設台帳を全て（フォルダご

と）ハードディスクへコピーして

下さい。 

 

②  既存の道路施設台帳をコピー

したフォルダには下記ファイル

が入っていますので不足ファイ

ルが無いか確認して下さい。 

 

◆「Shisetu.csv」 

◆「DIALOG.xls」 

◆「CODE.xls」 

◆道路施設台帳ファイル 

（工種名+整理番号１.xls） 

 

  上記ファイルが存在しない場

合は、発注者へ確認し再度、既存

データを入手して下さい。 

 

 ※コピーした道路施設台帳ファ

イルが変更できない場合は、フ

ァイルのプロパティを確認し

属性の「読み取り専用」を解除

して下さい。 

既存の道路施設台帳 
ファイル 
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(3) 『道路施設台帳』記入シートの作成・更新 

 1) 『道路施設台帳』記入シートの起動方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①   前項 (1),(2)で準備した道路

施設台帳記入シートファイル

をダブルクリックしファイル

を表示して下さい。 

 
＜注意＞ 
ファイルがデザインモードで開いてし

まい、マクロが有効にならない場合が

あります。 
デザインモードの場合は、次のアイコ

ンが表示されます。 

 
その場合は、メニューの「ツール」→

「マクロ」→「セキュリティ」でセキ

ュリティ画面が開きます。 
そのセキュリティレベルを「中」以下

に変更して下さい。 
 
 
 
②  マクロを含んでいますので、 

「マクロを有効にする」をクリ

ックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
③  入力用シートが表示されま

す。網掛けのある部分が入力個

所となっていますので、データ

の入力を行って下さい。 
 
④ データの作成・変更を行う前

にデータ区分の入力を行って

下さい。 
 
 ◆新しい施設を設置する場合 
  [データ区分]⇒１（新規） 
 ◆当該施設を改良する場合 
  [データ区分]⇒２（変更） 
 ◆当該施設を撤去する場合 
  [データ区分]⇒３（廃止） 
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 2) 『道路施設台帳』記入シートの編集方法 
 道路施設台帳の入力方法は、コードから選択する方法と文字・数値を直接入力する方

法があります。 

 ｱ) コードから選択する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  コード入力セル（黄色）を

クリックし選択状態として

下さい。 
マウスの右ボタンクリッ

クしメニュー画面を表示し

「コード参照」メニューを選

択して下さい。 

②   コード参照画面が表示さ

れますので、コードを選択し

「確定」ボタンをクリックし

て下さい。 

③   選択したコードおよびコ

ード内容が記入シートへ反

映されます。 
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※選択項目の一覧表を表示せず、直接コードを入力する事も可能です。この場合、コー

ド範囲外の値を入力すると選択内容が表示されません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｲ) 直接、文字・数値データを入力する場合 

 

コードを直接入力すると… 

対応する選択内容が表示されます。 

①入力欄（黄色）を選択して、

直接数値・文字データを入力

します。 
 なお、数値については、半角

数字で入力を行って下さい。 

数値の入力 

文字の入力 
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４－２  『道路施設基本データ作成システム』の起動と終了 

本節では、本システムを起動及び終了する際の操作方法について説明します。 

(1) システムの起動 

 

 

 

  

 

①  スタートメニューから、 
「プログラム」→「道路施

設基本データ作成システ

ム」→「道路施設基本デー

タ作成システム」 
の順に選択して下さい。 

 
 

※上記の順について、インス

トール処理の際に、プロ

グラムグループの変更を

行った場合は異なってき

ます。 
 

②   起動画面が表示されます

ので、「開始」ボタンを選択

して下さい。 

③   左記初期画面が表示され

ます。 
 
以後の節で説明する各種操

作は、全て本画面から開始し

ます。 
 

 
※既登録の工事情報がある場

合、工事一覧表に表示されま

す。 
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(2) システムの終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  初期画面に戻り、「終了」ボ

タンをクリックして下さい。 
 

②  データを入力・修正して電子

納品出力をしていない施設があ

る時に終了確認画面が表示され

ます。 
システムを終了して電子納品出

力処理を後で行う場合は「後で

行う」ボタンを選択して下さい。 

③  「はい」ボタンを選択し

て下さい。 
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４－３  工事情報の登録・修正・削除 

  本節では、工事情報を登録・修正・削除する際の操作方法について説明します。 

４－３－１  工事情報の登録 

 

 

 

 

 

 

①  「工事情報追加」ボタンをクリ

ックして下さい。 

②   工事に関する諸元情報を入力し

て下さい。 

・工事番号、工事年度、供用／未供

用の別（供用の場合は、供用年、

月も入力）は必ず入力して下さ

い。 

 

③  工事情報入力後、「登録」ボタン

をクリックして下さい。 

・工事情報の入力を取り消す場合

は、「戻る」ボタンをクリックし

て下さい。 

 

※工事番号に入力するデータは工事

担当課に確認して下さい。 

※工事年度は、西暦（4 桁）で入力し

て下さい。（平成 24 年度の場合、

「2012」） 

④  登録された工事情報が、一覧表に

表示されます。 
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４－３－２  工事情報の修正 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  工事情報一覧表より、修正する工

事を選択（クリックし、左側にチェ

ックマークを表示）して下さい。 
※１件のみ選択します。 

 
②  選択後、「工事情報修正」ボタンを

クリックして下さい。 

③  指定された工事に対する工事情

報が表示されます。必要に応じて、

修正して下さい。 
 
④  工事情報を修正後、「登録」ボタ

ンをクリックします。 
・工事情報の修正を取り消す場合

は、「戻る」ボタンをクリックし

て下さい。 
 

⑤  修正された工事情報が、一覧表

に表示されます。 
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４－３－３  工事情報の削除 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

①  工事情報一覧表より、削除する

工事を選択（クリックし、左側に

チェックマークを表示）して下さ

い。 
 
②  選択後、「工事情報削除」ボタ

ンをクリックして下さい。 
 

③  削除確認画面が表示されますので

「ＯＫ」をクリックします。 
・選択した工事の削除を取り消す場

合は、「キャンセル」ボタンをクリ

ックして下さい。 
※一度削除したデータは元に戻りませ

んので注意して下さい。 

④  工事情報および、関連する道路

施設基本データが削除されます。 
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４－４  位置図の登録 

  本節では、前項で作成した工事に関する位置図ファイルを登録する際の操作方法につ

いて説明します。 

（※）ここで言う「位置図」とは、道路台帳附図、路線図等を基にデータ作成した施設

の位置が明確に判別できる情報を明記した図です。 

（※）位置図の作成は、本システムとは別途実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 工事情報一覧表から、位置図を

登録したい工事を選択（クリック

し、左側チェックマークを表示）

して下さい。 

・1 件のみ選択します。 

 

② 工事選択後、「位置図」をクリ

ックして下さい。 

③ 一覧表右の「…」ボタンをクリ

ックして下さい。 
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⑤   作 成 済 み の 位 置 図 フ ァ イ ル

（PDF ファイル）を選択し、「開

く」ボタンをクリックします。 

⑥ 「登録」ボタンをクリックし

て下さい。一覧表に表示され

ている位置図ファイルを登録

します。 

 

※  位置図の内容を確認したい

場合は、「確認」ボタンをクリ

ックして下さい。 

 

※  一覧表が位置図で満杯にな

った場合、「追加」ボタンをク

リックすることにより、新た

に位置図を追加することがで

きます。 

 

※ 位置図を削除したい場合は、

削除したい位置図をクリック

して「削除」ボタンをクリッ

クして下さい。 
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４－５  既存道路施設基本データの読込み 

本節では、発注者から入手した既存の道路施設基本データ（道路施設台帳）を読込む

方法について説明します。 

 
 

 

 

  

 

①  工事情報一覧表より、既存の道路施

設基本データを読込む工事を選択（ク

リックし、左側にチェックマークを表

示）して下さい。 
※１件のみ選択します。 

 
②  選択後、「データ読込」ボタンをク

リックして下さい。 

③  既に読込み済みの施設情報が一覧

で表示されます。 
新たに既存の道路施設基本データ

を読込む場合は、「データ読込」ボタ

ンをクリックします。 
 

※読込み済みの施設情報を削除する場

合は、施設一覧表より、削除する施

設を選択し、「削除」ボタンをクリッ

クします。 
 
※データの読込み又は削除を取り消す

場合は、「戻る」ボタンをクリックし

て下さい。 
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④  一括でデータを読込む場合は

「全施設選択」ボタンをクリック

し、全ての施設を選択して下さ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤  工種を指定しデータを確認し

ながら読込む場合には該当する

工種の施設をクリックし、選択し

て下さい。 
 
 
 
 
⑥ 選択後、「既存データ読込」ボ

タンをクリックして下さい。 
 
※既存データの読込を取り消す場

合は、「戻る」をクリックして下

さい。 

⑦   発注者から入手した既存の道

路施設台帳ファイル（CSV）が

保存されているフォルダを選択

して、「実行」ボタンをクリック

して下さい（選択したフォルダに

道路施設基本データが存在する

場合は、画面右にその CSV ファ

イル名が表示されます。） 

＜一括データの読込＞ 

＜工種指定データの読込＞ 
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選択 取込み方法 

はい 既存のデータとは別の施設として取込

みます。この場合、新規施設の扱いと

なります。 

いいえ（通常） 既に取込まれている施設情報に上書き

します。 

キャンセル 取込み作業を終了します。 

 

 

 

  

 

 

⑧  工種指定でデータの読込みを行

った場合は、既存データの前後移

動ボタンをクリックして、該当す

る施設のデータを表示させます。 
※一括データ読込みを行った場合

は、本画面は表示されません。 
 
⑨ 読込む施設を表示している状態

で「既存データ（修正用）取込み」

ボタンをクリックして下さい。当

該施設の情報がシステムに取込ま

れます。 
※詳細情報がある場合、画面右に詳

細情報ボタンが表示されます。必

要に応じて、ボタンをクリックし

て詳細情報を確認して下さい。 

⑪  データの取込みが完了すると左

記 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で 、

「OK」ボタンをクリックして下さ

い。 

⑩ 取込もうとしている施設情報が

既に取込まれている場合は、左の

画面が表示されます。 
 下記内容を参照して取込み方法

を選択して下さい。 
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４－６  作成、変更した道路施設台帳の読込み 

本節では、新規作成・変更した道路施設台帳の読込み方法について説明します 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

①  工事情報一覧表より、作成、変

更した道路施設台帳を作成する工

事を選択（クリックし、左側にチ

ェックマークを表示）して下さい。 
・１件のみ選択します。 

 
②  選択後、「データ読込」をクリッ

クします。 

③  既存データの読込状況が一覧で

表示されます。 
新たに道路施設台帳を読込む場

合は、「データ読込」をクリックし

て下さい。 
 

※既存データを削除する場合は、施

設一覧表より、削除する施設を選

択し、「削除」をクリックして下さ

い。 
 
※データの新規追加又は既存データ

の削除を取り消す場合は、「戻る」

をクリックして下さい。 



 24 

 

④  一括でデータを読み込む場合

には「全施設選択」ボタンをクリ

ックし、全ての施設を選択して下

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤  工種を指定しデータを確認し

ながら読込む場合には該当する

工種の施設をクリックし、選択し

て下さい。 
 
 
 
 
 
 
⑥ 選択後、「道路台帳読込」ボタ

ンをクリックして下さい。 
 
※道路施設台帳の読込みを取り消

す場合は、「戻る」をクリックし

て下さい。 

⑦   作成した道路施設台帳ファイ

ル（XLS）が存在するフォルダを

指定し「実行」をクリックして下

さい。 
 
・道路施設台帳読込みを取り消す場

合は、「戻る」をクリックして下

さい。 

＜一括データの読込＞ 

＜工種指定データの読込＞ 
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選択 取込み方法 
はい 既に取込まれている施設情報に上書き

します。 
いいえ 取込み作業を終了します。 

⑧ 指定されたフォルダに入ってい

る道路施設台帳の一覧表が表示さ

れます。 
 
⑨ 対象のデータを選択（クリック

し、左側にチェックマークを表示）

して「読込」ボタンをクリックし

ます。 
なお、全ての施設を選択する場合

には「全施設選択」をクリックし

て下さい。 
 
・道路施設台帳読込データ指定を取

り消す場合は、「戻る」をクリック

して下さい。 

⑪  データの取込みが完了すると
左記画面が表示されますので、
「ＯＫ」ボタンをクリックして下
さい。 

＜工種指定データの読込＞ 

＜一括データの読込＞ 

指定フォルダに存在する
全ての道路施設台帳が一
覧表示される。 

指定フォルダに存在する
道路施設台帳のうち、前頁
での選択工種に関する道
路施設台帳のみが表示さ
れる。 

⑩ 取込もうとしている施設情報が

既に取込まれている場合は、左の

画面が表示されます。 
 下記内容を参照して取込み方法

を選択して下さい。 
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４－７  道路施設基本データのデータチェック 

   本節では、前項で作成した道路施設基本データに対して、入力項目ごとにチェック

を行います。また、所定の場所に道路施設基本データとエラーの内容を出力します。 

 

 

③  データチェックしたい工種を一覧

表より選択（クリックし、左側にチ

ェックマークを表示）して下さい。 
 
④  ｢…｣ボタンをクリックしてチェッ

ク結果出力先フォルダを指定して下

さい。 
※ 出力先フォルダは事前に作成して

おく必要があります。（フォルダ名

は任意です。） 
 
⑤ 「実行」をクリックして下さい。 

・処理を取り消す場合は、「戻る」を

クリックして下さい。 
 
⑥ 既にチェックしたものはチェック

日付に情報が表示されます。 

⑦ 「はい」の場合はログが新規にな

り、「いいえ」の場合は前回のログに

追加されます。 
・処理を取り消す場合は、「キャン 

セル」をクリックして下さい。 
 
⑧ 実行状況が表示されます。なお、 

データ量に応じ、時間は変動します。 

①  工事情報一覧表より、道路施基本

データのデータチェックを行う工事

を選択（クリックし、左側にチェッ

クマークを表示）して下さい。 
・１件のみ選択します。 

 
②  選択後、「データチェック」ボタン

をクリックして下さい。 
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＜正常終了時＞ 

 

 

 

 

＜エラー発生時＞ 

 

 

 

 

⑨ データチェックの結果により、異な

る画面が表示されますので「ＯＫ」ボ

タンをクリックして下さい。 
 
※データエラーが生じている場合は、下

記エラー内容を参照してデータの修

正を行って下さい。 

エラー内容の確認方法について

は、「4-８」参照して下さい。 
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４－８  エラー内容の確認と道路施設基本データの修正 

 前項の道路施設基本データのデータチェックによりエラーが発生した場合のエラー内

容の確認方法と修正方法について以下に説明します。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 補足事項 ◆ 

（１）データチェック内容 

本システムで行っているデータチェック内容は、以下のとおりです。 

○ オフコードチェック：入力されたコードに対応する選択肢が存在しているか

確認します（コードを直接入力した場合にエラーが生

じる可能性があります）。 

○ タイプチェック    ：数値項目について、数値以外のデータ（？、＊、＃を

除く）が存在していないか。また、日本語項目につい

て、半角の文字が存在していないか確認します。 

○ 桁数チェック      ：入力桁数が所定の桁数を超えていないか確認します。 

○ 未入力チェック    ：未入力データがないか確認します。 

① 異常終了時にはログファイルが出力さ

れますので、エラー内容を確認して下さ

い。 

左記例の場合、道路施設台帳「C110 環

境施設帯 20060001.XLS」ファイルの  

「C110_1」シートの「工事区分Ｃ」項

目にエラーが発生しています。 

 

② 前項 4-７④で指定したフォルダにチェ

ック結果を出力した道路施設台帳ファイ

ルが保存されていますので、その道路施

設台帳ファイルを開いてエラー箇所の確

認・修正を行って下さい。 

 

※ エラー結果の出力方法の詳細について

は下記の補足事項を参照して下さい。 

 

③ エラー箇所の修正後、修正した道路施

設台帳ファイルの保存、道路施設台帳の

再読込みを行い（前項 4-６参照）、デー

タチェックを行って下さい。 

エラーが出力されなくなるまで修正作

業を行う必要があります。 
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（２）道路施設台帳の出力 

データチェックした施設は全て道路施設台帳形式でファイルが作成され、既存デ

ータ読込・修正にて読込まれたデータに対しては、変更された項目が薄グレーで網

掛けされます。※道路施設台帳のサンプルは添付資料－３を参照して下さい。 

（３）道路施設基本データのエラー情報の出力 

データチェックした際にエラーがあった場合、道路施設台帳形式でファイルが作

成され、エラーがあった項目に網掛けをします。下記のように種類別に色分けをし

ています。 

・オフコードチェック：      （黄緑） 

・タイプチェック    ：      （水色） 

・桁数チェック      ：      （ピンク） 

・未入力チェック    ：      （黄色） 

（４）エラーログファイルの見方 

データチェックにおいて、エラーがあった場合はエラーログファイルに出力され

ます。このログファイルの様式等については、以下のとおりです。 

○  ファイル形式 ： ＣＳＶ形式ファイル（項目間は「,」(カンマ)区切りで表

示。） 

○ ファイル名  ： Ｅｒｒｏｒ．ｃｓｖ（チェック結果出力先に作成される。） 

○ 出力様式は以下のとおりです。 

   1999/10/10           ←（チェック日付） 

 C080 歩道及び自歩道    ,84605000011K001999700000000   ,ｵﾌｺｰﾄﾞｴﾗｰ  ,設置区分Ｃ  

 C080 歩道及び自歩道    ,84605000011K001999700000000   ,ﾀｲﾌﾟｴﾗｰ    ,設置延長  

 C080 歩道及び自歩道    ,84605000011K001999700000000   ,桁数ｴﾗｰ    ,有効幅員 

 C080 歩道及び自歩道    ,84605000011K001999700000000   ,ｷｰ重複ｴﾗｰ    

        ↑                      ↑                              ↑            ↑ 

（テーブル名）             （レコードキー）                 （ｴﾗｰ内容）  （DB 項目名）  
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４－９  イメージデータの作成 

道路施設基本データのイメージデータ（図面・写真）作成を行います。 

４－９－１  イメージデータの作成画面の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① イメージデータを登録する工事を選

択（クリックし、左側にチェックマー

クを表示）後、「図面写真入力」ボタン

をクリックして下さい。 
※工事情報に施設情報（４－５既存道路

施設基本データの読込、４－６作成、

変更した道路施設台帳の読込）がない

とイメージデータの作成はできませ

ん。「戻る」ボタンをクリックして、道

路施設基本データを読込んで下さい。 

② 各施設のイメージ登録状況が一覧表

示されますので、図面・写真を登録した

い施設を選択後、「画像設定」ボタンを

クリックして下さい。 
 処理を取り消す場合は、「戻る」をクリ

ックして下さい。 
 
※施設を選択するまで、｢画像選択｣はクリ

ックできません。 
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③  図面または写真の「イメージ作成」

ボタンをクリックして下さい。 
※既存施設でイメージデータが登録済み

の場合は、最初から既存のイメージデ

ータが表示されています。 

④  イメージ作成画面が表示されます。 
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４－９－２  イメージデータの作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 備 考 

データ区分 「新設」固定。 

表示出力順 台帳出力時の表示順。同一図面種別内での連番。 

図面名称 全角 10 文字以内。図面種別と同じでもよい。 

作成年月 半角数字 6 桁（西暦 4 桁+月 2 桁）。画像の作成年月。 

図面サイズ 「A4」固定。 

ファイル名 自動的に作成される。変更も可能。※入力必須項目 

図面媒体名称 任意 

 

 

「合成パターン」で指定した写真の枚数分が台帳１枚に表示されます。 

 

 

① 作成するイメージデータの「図面種

別」を選択して下さい。 
 
②一枚の台帳へ出力するイメージデー

タのレイアウト「合成パターン」を

選択します（レイアウトは①で選択

した種別により異なります。詳しく

は次頁参照）。 
 
 
 
 
 
③その他、当該イメージの基本情報に

ついて入力します。具体的には次の

とおりです。 

台帳 

写真 

写真 写真 

台帳 

写真 写真 

写真 写真 

台帳完成 
イメージ 

パターン５（写真４枚）選択 

イメージ 
設定画面 

パターン３（写真３枚）選択 
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●『図面種別』と『合成パターン』による出力レイアウト 

ﾊﾟﾀｰﾝ 現況写真 図面（平面図、一般図等） 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン１より大きく

画像を貼り付ける事が

できます。 
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●イメージの貼付方法 

 

④図面、写真を画面上に配置します。 
・合成パターンにより、セットする 

画像数は変わりますので、画像数 
分セットして下さい。 

 
 
 
 
 なお、図面、写真の配置方法は以下

に示す２つの方法があります。 

＜方法１＞ 
登録する写真が保存されているフォルダを表示し、直接ドラッグ＆ドロップで

画像をセットします。画像を変更する場合は、別の画像を上から被せて下さい。 

(1)登録する画像がある

フォルダを開きます。 

【ドラッグ＆ドロップとは…】 
 以下に示す手順の事をいいます。 
手順１：対象となる画像上にマウスを移動し、左ボタンを押した状態で（つかむ）

マウスを貼り付けたい場所に移動します。 
手順２：貼り付けたい場所の上でマウスの左ボタンを離します（落とす）。 
手順３：対象となる画像が、貼り付けたい場所に表示されます。 

(3)所定の画像が貼り付け

られます。 

(2)写真を貼り付けたい場

所にドラッグ＆ドロッ

プします。 
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＜方法２＞ 
画像が保存されているフォルダを選択し、システム上でフォルダ内の画像を表示さ

せた状態から、ドラッグ＆ドロップで画像をセットします。画像を変更する場合は、

別の画像を上から被せて下さい。 

(1)「合成元の画像」の「フォルダ指定」

ボタンをクリックし、画像が保存さ

れているフォルダを選択後、「ＯＫ」

ボタンをクリックして下さい。 

(2)指定したフォルダに格納されている画

像が画面の左側に表示されますので、

この画像をドラッグ＆ドロップで貼り

付けたい場所にセットして下さい。 

(3)指定された画像が貼付画面に表示され

ます。 



 36 

  

⑤セットした画像の上下に文字入力箇所

がありますので、必要に応じて概要を入

力して下さい。 
 ※入力は全角のみです。 

 また、実際のイメージとは異なる場合

があります。 

⑦登録した画像枚数が１つの画像として

合成・登録されます。なお、登録した

結果は画面左下の「合成済のイメージ」

に表示されます。 
 
⑧合成作業が終了しましたら「戻る」ボ

タンをクリックして下さい。 
 
※「合成元の画像」および「合成済のイ

メージ」はダブルクリックすると画像

が拡大表示されますので、内容の確認

を行って下さい。 

⑥必要な情報を全て入力後、「登録」ボ

タンをクリックして下さい。 

画像が合成 
されます 

⑨全ての画像を作成するまで作業①～⑧

を繰り返します。当該施設の全ての画

像を登録したら、「戻る」ボタンをクリ

ックして下さい。 

登録画像が 
表示されます 



 37 

 

４－９－３  イメージ作成結果の表示・削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①画像データ（図面、写真）の登録結

果が、ファイル名で表示されます。 
 問題なければ、「戻る」ボタンをクリ

ックして下さい。 
 
※当該施設の画像をこの画面でも登

録・削除・確認する事ができます。

方法は、以下に示す通りです。 
 図面と写真は同じ作業となりますの

で、ここでは写真のケースで説明し

ます。 

本画面上で画像データを削除する場合 

(1)削除する画像のファイ

ル名を選択します。 

(2)「削除」ボタンをクリ

ックします。 

(3)確認後、「はい」ボタン

をクリックします。 

(4)画像データが削除され

ます。 
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本画面上で登録された画像データを確認する場合 

(1)一覧表にある画像内容を確認

する場合は、画像ファイル名欄

の左側にある「確認」ボタンを

クリックして下さい。 

(2)当該ファイルの画像が拡大表

示されます。 
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４－１０  道路施設基本データのプリンタ出力 

  本節では、前項で作成した道路施設基本データを所定の様式でファイル出力／プリン

タ出力する際の操作方法について説明します。本作業では、システムに登録されている

最終的な文字・数値データ、イメージデータを道路施設台帳形式で出力します。なお、

プリンタ出力できる様式は次の通りです。 

  ◆道路施設台帳 

  ◆道路施設基本データ総括表 

  ◆道路施設基本データ一覧表 

  ◆道路施設基本データ詳細情報表 

 

４－１０－１  道路施設台帳の出力 

 

 

 

 

 

 

 

① 工事情報一覧表から、道路施設

台帳を出力したい工事を選択（ク

リックし、左側チェックマークを

表示）して下さい。 

・1 件のみ選択します。 

 

② 工事選択後、「道路台帳出力」

をクリックして下さい。 

③ 当該工事に登録されている施

設一覧表が表示されますので、

道路施設台帳を出力したい施設

名を選択（クリック）します。 
※全ての施設を選択する場合には

「全施設選択」ボタンをクリッ

クして下さい。 
 
④  施設を選択後、「選択」ボタン

をクリックします。 
※処理を取り消す場合は、「戻る」

ボタンをクリックして下さい。 
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⑤  道路施設台帳ファイル（EXCEL

ファイル）を出力したいフォルダ

を選択し、「実行」ボタンをクリッ

クします。 

※出力フォルダは事前に作成してお

く必要があります。（フォルダ名

は任意です。） 

⑥ 「OK」ボタンをクリックし

ます。 

※ 出力を中止する場合は「キャ

ンセル」ボタンをクリックして

下さい。 

 

 

 

⑦ 指定したフォルダを開き、フ

ァイルを確認して下さい。 

※  道路施設台帳のサンプルに

ついては添付資料－３を参照

して下さい。 
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４－１０－２  道路施設基本データの印刷 

 

 

 

 

 

 

  

①  工事情報一覧表から、道路施設

基本データを印刷したい工事を

選択（クリックし、左側にチェッ

クマークを表示）して下さい。 
・複数の工事が選択できます。 

 
②  施設選択後、「一括印刷」をク

リックします。 

③   出力したい帳票形式を選択

（クリックし、左側にチェック

マークを表示）して下さい。 
※「道路施設基本データ詳細情報

表」については、出力したい施

設を選択する必要があります。

全ての施設を選択する場合は、

「全施設選択」ボタンをクリッ

クして下さい。 
 
※前画面①で複数工事を選択した

場合、施設一覧表は表示されま

せん。施設一覧表を表示する場

合は、前画面①で１工事だけ選

択して下さい。 
 
④  選択後、「印刷実行」ボタンを

クリックして下さい。 
※処理を取り消す場合は、「戻る」

をクリックして下さい。 
※各印刷帳票の出力イメージにつ

いては添付資料１を参照して下

さい。 
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⑤  印刷プレビューの確認画面が表示

されますので、「ＯＫ」ボタンをクリ

ックして下さい。 
・印刷プレビューを取り消す場合は

「キャンセル」ボタンをクリックし

て下さい。 

⑥  印刷帳票の出力イメージが表示さ

れます。印刷する場合は、「印刷」を

クリックして下さい。 
 
※ 本画面は、ＥＸＥＣＬのプレビュ

ー画面です。ＥＸＣＥＬの機能によ

り、前次頁、拡大縮小表示等ができ

ます。 

⑦  出力先のプリンタの設定後、「Ｏ

Ｋ」をクリックして下さい。 

 

※出力帳票の出力サイズの初期値は、

A4 縦です。 
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４－１１  電子納品用データ（道路施設基本データ）の出力 

  本節では、前項で作成した道路施設基本データの電子データを、電子納品用データと

して出力する際の操作方法について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  工事情報一覧表から、電子納品

用データを出力したい工事を選

択（クリックし、左側にチェック

マークを表示）して下さい。 
・１件のみ選択します。 

 
②   選択後、「電子納品データ出

力」をクリックして下さい。 

③  契約締結時期、工事種類、出力

メディアを指定して下さい。 

※  この画面からでも次の作業が

行えます。 

 Ａ：工事情報の修正（「４－３－

２工事情報の修正」参照） 

 Ｂ：図面写真入力（「４－９－１

イメージデータの作成画面の

表示」参照） 

④  出力先のドライブ、フォルダを

指定します。出力先は電子納品要

領に準拠して作成された電子納

品データが存在する場所を指定

して下さい。 

⑥ 出力先に間違いがなければ｢は

い｣をクリックしてください。 
※処理を取り消す場合は「いいえ」

をクリックして下さい。 

※出力先フォルダには、工事管理ファイル（工事請負業者が工事

情報として作成するファイル）が存在する必要があります。 

工事管理ファイルは工事種類により次のように異なります。 
・一般土木工事  ：INDEX_C.XML 

・電気通信設備工事：INDEX_EC.XML 

・機械設備工事  ：INDEX_MC.XML 

（「５．システム運用上の留意事項」参照） 

⑤  指定後、「出力実行」をクリックします。 

※ 処理を取り消す場合は、「戻る」をクリックして下さい。 

Ａ 
Ｂ 
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⑦ 道路施設基本データの最終チェックが自

動的に行われ、実行状況が表示されます。

なお、データ量に応じ、時間は変動します。 
 

＜道路施設基本データにエラーがない場合＞ 

⑧ ｢はい｣をクリックすると、指定したフォルダに、電

子納品データが出力されます。 

指定したフォルダを開き、電子納品データが出力され

ているか、ファイルを確認してください。 

 

※処理を取り消す場合は「いいえ」をクリックして下さ

い。 
 

⑨ 道路施設台帳のチェック結果を表示しますので、

「OK」をクリックしてください。 
 

⑩道路施設基本データの

チェック結果が表示さ

れます。 
【エラー】が 0 件と表示

されていればチェック

は合格です。 
 

 
⑪「チェック結果出力」を

押下すると、チェック結

果を PDF 形式で出力す

ることができます。 
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⑫ チェック結果を出力したい

フォルダを選択し、「保存」ボ

タンをクリックします。 

チェック結果（エラー無し）サンプル 

⑬保存した PDF ファイルを開き、チェック内容を確認

してください。 
 

発注者に道路施設基本データのチェック結果を求め

られた場合は、こちらを提出してください。 
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 ＜道路施設基本データにエラーがある場合＞ 
⑭ 道路施設基本データに

エラーがあった場合、チ

ェック結果に【エラー】

の件数と、エラー内容が

表示されます。 
エ ラ ー 内 容 を 確 認 し 、

「4-8  エラー内容の確

認と道路施設基本データ

の修正」を参考に、当該

箇所を修正してくださ

い。 
 
⑮ 「チェック結果出力」

を押下すると、チェック

結果を PDF 形式で出力

することができます。 
 

⑯ チェック結果を出力したいフ

ォルダを選択し、「保存」ボタン

をクリックします。 
 

チェック結果（エラーあり）サンプル 

⑰保存した PDF ファイル

を開き、チェック内容を

確認してください。 
 
 
 
※道路施設台帳のチェック

で【エラー】がある場合、

電子納品データの出力は

行われません。 
必ず【エラー】の発生し

た箇所を修正し、【エラ

ー】を解消してください。 
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 電子納品データ出力時には、下記メッセージが出力される可能性があります。この

場合、以下に対応方法を参照して下さい。 

 

メッセージ 対応方法 

 

処理選択画面の工事一覧で複数

工事を選択しています。 
１工事のみを選択した状態にし

てから次の作業に進んでください。 

 

選択したフォルダに工事管理フ

ァイルが存在しません。 
指定した工事種類に対応する工

事管理ファイルが保存されている

フォルダを確認し（ない場合は作成

し）、再指定してください。 
 
※工事管理ファイルは工事種類に

より次のように異なります。 
・一般土木工事  ：INDEX_C.XML 

・電気通信設備工事：INDEX_EC.XML 

・機械設備工事  ：INDEX_MC.XML 

 

指定フォルダに存在する工事管

理ファイル内の「工事番号」と本シ

ステムに登録した工事情報「工事番

号」が異なっています。 

工事番号を確認し、間違っている

場合は修正したうえで、再指定して

ください。 

 

設定した出力先に道路施設基本

データが存在する場合に表示され

ます。 
よろしければ｢はい｣をクリック

して下さい。 
処理を取り消す場合は「いいえ」

をクリックして下さい。 

電子納品用データ出力時のメッセージ内容とその対応について 
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メッセージ 対応方法 

 

設定した出力先が複数メディア

の１枚目であった場合（工事管理フ

ァイルの<メディア総枚数>が 2 以

上で、<メディア番号>が 1 の場合）

に表示されます。 

よろしければ｢はい｣をクリック

して下さい。 

処理を取り消す場合は「いいえ」

をクリックして下さい。 

 

上記の複数メディアへの出力確

認で「はい」をクリックした場合に

表示されます。 

対象のメディア番号の「･･･」を

クリックし、電子納品データが保存

されているフォルダを指定して下

さい。 

フォルダ指定後「更新」ボタンを

クリックして下さい。 

 

※工事管理ファイル（INDEX_C. 

XML 等)やその他管理ファイル

（OTHRS.XML）の記述内容は、

メディアが異なっていても同一

工事であれば、メディア番号以外

は全て同じでなくてはいけませ

ん。ここでは、【4001】画面で指

定したメディア以外のフォルダ

を全て指定し、その中の各管理フ

ァイルにも道路施設基本データ

に関する記述を追記する処理を

行っています。 

 

指定した出力先フォルダへの出

力ファイル総サイズが 700MB を

超える場合に表示されます。 

分割先のフォルダ名を入力して

｢出力実行｣をクリックして下さい。 

 

※入力したフォルダが自動的に作

成され、この中に道路施設基本デ

ータが出力されます。（電子納品

の管理ファイル等は自動的に新

しいフォルダに作成されます。） 
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メッセージ 対応方法 

 

工事情報追加・修正画面にて、入

力情報が不足しています。 

 

①   メッセージに表示されている

項目について入力して下さい。 

※工事番号、工事年度、供用未供用

の別（供用の場合は、供用年、月

も入力）の項目を入力しないと登

録ができません。 

 

②  入力後、「登録」をクリックし

て下さい。 

 

※処理を取り消す場合は、「戻る」

をクリックして下さい。（この場

合、登録処理が終了していないの

で電子納品｢出力実行｣はクリッ

クできません。） 

 

※供用年は、西暦（4 桁）で入力し

て下さい。 

（令和元年の場合「2019」） 
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５．システム運用上の留意事項 

５－１  システム利用形態 

本システムは、パソコン単独で動作する形式のシステムのため、ネットワーク等を

用い複数作業者によるデータ作成作業には対応していません。 

 

５－２  電子納品出力時の留意事項 

本システムでは、一度電子納品出力を行うと、工事管理ファイル（工事請負業者が

工 事 情 報 と し て 作 成 す る フ ァ イ ル ） お よ び 、 そ の 他 フ ォ ル ダ 管 理 フ ァ イ ル

（OTHRS.XML）に道路施設基本データ出力情報が追記されます。 

（※その他フォルダ管理ファイル（OTHRS.XML）に道路施設基本データ出力情報を

追加させる際には、「道路施設基本データ以外の電子納品データ」を OTHRS フ

ァルダ内に格納しておく必要がありますので注意してください：格納されていな

いと、ご自身で作成された OTHRS.XML にある道路施設基本データ以外の情報

が、道路施設基本データのみの情報に差し替わって作成されます） 

また、データ修正後に再度、電子納品出力を行うと、前回出力したデータに対して

上書きを行います。このとき、手作業等により出力したデータの削除等行ってしまう

と、前回出力したデータが見つからず、出力時のエラーとなります。 

データを修正後、再出力を行う場合は前回出力したデータの削除は行わないで実行

して下さい。 

一度出力したデータの削除を行ってしまった場合、工事管理ファイルおよびその他

フォルダ管理ファイルの以下に示す赤字の部分を削除してから電子納品出力を行って

下さい。 

 

---------------- INDEX_C.XML ファイルの削除箇所の抜粋 ---------------- 
 
<基礎情報> 
 <メディア番号>1</メディア番号> 
 <メディア総枚数>1</メディア総枚数> 
 <適用要領基準>土木 201009-01</適用要領基準> 
 <発注図フォルダ名>DRAWINGS</発注図フォルダ名> 
 <特記仕様書オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGS/SPEC</特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ名> 
 <打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名> 
 <打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォ
ルダ名> 
 <施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名> 
 <施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイル
フォルダ名> 
 <完成図フォルダ名>DRAWINGF</完成図フォルダ名> 
 <写真フォルダ名>PHOTO</写真フォルダ名> 
 <その他フォルダ名>OTHRS</その他フォルダ名> 
 <その他オリジナルフォルダ情報> 
  <その他オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG999</その他オリジナル
ファイルフォルダ名> 
  <その他オリジナルファイルフォルダ日本語名>道路施設基本データフォルダ</そ
の他オリジナルファイルフォルダ日本語名> 
 </その他オリジナルフォルダ情報> 
</基礎情報> 
 

------------------------------------------------------------------------ 
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---------------- OTHRS.XML ファイルの削除箇所の抜粋 ------------------ 
 
<その他サブフォルダ名>ORG999</その他サブフォルダ名> 
<その他サブフォルダ日本語名>道路施設基本データフォルダ</その他サブフォルダ日本語名> 
<その他資料情報> 
 <資料名>道路施設基本データ管理ファイル</資料名> 
 <オリジナルファイル情報> 
  <シリアル番号>1</シリアル番号> 
  <オリジナルファイル名>ORG999.XML</オリジナルファイル名> 
  <オリジナルファイル日本語名>道路施設基本データ管理ファイル XML</オリジナ
ルファイル日本語名> 
  <オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>道路施設基本データ作成支援シ
ステム</オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
  <オリジナルファイル内容>道路施設基本データ管理ファイルの XML</オリジナル
ファイル内容> 
  <予備></予備> 
 </オリジナルファイル情報> 
 <オリジナルファイル情報> 
  <シリアル番号>2</シリアル番号> 
  <オリジナルファイル名>ORG99901.DTD</オリジナルファイル名> 
  <オリジナルファイル日本語名>道路施設基本データ管理ファイル DTD</オリジナ
ルファイル日本語名> 
  <オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>道路施設基本データ作成支援シ
ステム</オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
  <オリジナルファイル内容>道路施設基本データ管理ファイルの DTD</オリジナル
ファイル内容> 
  <予備></予備> 
 </オリジナルファイル情報> 
 <その他> 
  <請負者説明文></請負者説明文> 
  <発注者説明文>道路施設基本データを格納する。</発注者説明文> 
 </その他> 
 </その他資料情報> 
 

------------------------------------------------------------------------ 
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添付資料－１ 

道路施設基本データの出力帳票様式 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 道路施設基本データ総括表 

○ 道路施設基本データ一覧表 

○ 道路施設基本データ詳細情報表 
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○道路施設基本データ総括表 
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○道路施設基本データ一覧表 
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○道路施設基本データ詳細情報表 

 
 
 

 

出力するデータ項目は施設(工種)によって異なる。 
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添付資料－２ 

電子納品用出力データのフォルダ構成 
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道路施設基本データ電子納品データフォルダ構成 

 

道路施設基本データ電子納品データのフォルダ構成は、以下に示すとおりです。 

 

INDE_C05.DTD

（ ）道路施設台帳データ管理ファイル

ORG999.XML ORG99901.DTD
（ 道路施設台帳データ

）フォルダ

ORG999

（ ）舗装フォルダ

C050

（ ）橋梁フォルダ

D010

・・・・・・

（道路施設諸元データ
）フォルダ

SYOGEN

（ ）トンネルフォルダ

D040

・・・

D01001.CSV

（ ）橋梁図面フォルダ

S_DRAW

（ ）橋梁一般図ファイル

（ ）橋梁写真フォルダ

S_PHOTO

道
路

施
設

諸
元

サ
ブ

フ
ォ

ル
ダ

（ ）橋梁1フォルダ

D01001

D01002

・・・・・・

・・・・・・

（ ）橋梁2フォルダ

＊橋梁と同様の構成

（ ）道路施設台帳データ詳細情報ファイル

D01101.CSV

・・・

電子媒体ルート

DRAWINGS

MEET

PLAN

DRAWINGF

PHOTO

（ ）工事管理ファイル

INDEX_C:XML

（ ）発注図面フォルダ

（ ）打合せ簿フォルダ

（ ）施工計画書フォルダ

（ ）完成図面フォルダ

（ ）写真フォルダ

（ ）その他フォルダ

OTHRS OTHRS.XML OTHRS05.DTD

＊橋梁と同様の構成

個
別

道
路

施
設

諸
元

サ
ブ

フ
ォ
ル

ダ

（道路施設諸元データフォルダ オプション）
地整整備項目の情報

SYOGEN_O

*「SYOGEN」フォルダと同じ構成。

I001.PDF

（ ）位置図ファイル

既存ファイルへの追記箇所

新規作成箇所

 

道路施設基本データ電子納品データフォルダ構成 
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添付資料－３ 

道路施設台帳サンプル 
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○道路施設台帳サンプル（舗装） 

 

 C050 舗装.XLS ファイルの C050_1 シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 C050 舗装.XLS ファイルの C050_2 シート 
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